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天
文
十
七
年（
一
五
四
八
）

　
四
月
十
日
、
長
尾
晴
景
は
、
三
月
七
日
に
吉
田
英ひ

で

忠た
だ

が
寄
進
し
た
賞
泉
寺
領
を﹇
新
二
二
三
九
・
二
二
四
〇
﹈、
六

月
二
十
四
日
に
は
下し

た

平だ
い
ら

修し
ゅ
り
の
す
け

理
亮
の
私
領
三
ヵ
所
を
安
堵
す
る﹇
伊
佐
早
謙
採
集
文
書
十
三
﹈。
八
月
十
五
日
に
は
山

村
右う

き
ょ
う
の
す
け

京
亮
に
領
地
を
宛
行
う﹇
越
佐
三
―
八
八
六
﹈。

　
九
月
十
一
日
、
関
東
管
領
上
杉
憲の

り

当ま
さ（

憲
政
）は
、
古
河
公
方
足
利
晴
氏
の
嫡
子
幸
千
代
王
丸（
の
ち
の
藤
氏
）の

元
服
に
あ
た
り
、
享
禄
元
年（
一
五
二
八
）に
晴
氏
が
元
服
し
た
際
の
手
順
を
踏
ま
え
、
将
軍
義よ

し

藤ふ
じ

か
ら
の
偏
諱

拝
領
の
折
衝
を
晴
景
へ
依
頼
す
る﹇
新
二
七
一
六
﹈。

　
九
月
末
に
は
晴
景
の
弟
景
虎
が
栃
尾
城（
長
岡
市
）か
ら
府
内
に
入
り
、
晴
景
の
重
臣
黒く

ろ

田だ

秀ひ
で

忠た
だ

と
対
決
す
る

﹇
上
越
別
三
・
五
﹈。
当
時
、
守
護
上
杉
定
実（
法
号
玄
清
）は
実
権
を
晴
景
に
握
ら
れ
、
晴
景
の
下
で
黒
田
秀
忠
が
権

勢
を
振
る
っ
て
い
た
。
こ
の
状
況
で
定
実
は
晴
景
の
異
母
弟
景
虎
を
担
ぎ
出
す
。
景
虎
に
攻
め
ら
れ
た
秀
忠
は
、

剃
髪
し
て
降
参
の
意
を
示
し
、
他
国
へ
退
去
す
る
と
い
っ
て
和
議
を
求
め
る﹇
上
越
別
五
﹈。

　
定
実
が
仲
介
に
入
り
交
渉
が
お
こ
な
わ
れ
、
景
虎
は
、
晴
景
側
の
提
案
で
あ
る
春
日
山
城
の
明
け
渡
し
、
つ

ま
り
晴
景
が
家
督
を
景
虎
に
譲
る
こ
と
を
受
け
入
れ
、
和
睦
を
了
承
し
た
。
十
二
月
晦
日
、
新
た
な
城
主
と
し

て
春
日
山
城
へ
入
る﹇
上
越
別
五
・
一
一
・
一
二
﹈。

景
虎
、
府
内
に
入

る
。
晴
景
重
臣
黒

田
秀
忠
と
対
決

景
虎
、
晴
景
の
家

督
を
継
ぎ
、
春
日

山
に
入
城
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天
文
十
八
年（
一
五
四
九
）

　
長
尾
景
虎
の
も
と
に
波は

多た

岐き

荘（
十
日
町
市
）の
上う

え

野の

家い
え

成な
り

か
ら
祝
儀
が
届
き
、
一
月
四
日
に
景
虎
が
返
礼
す

る﹇
上
越
別
一
〇
﹈。
本ほ

ん

庄じ
ょ
う

実さ
ね

乃よ
り

・
下げ

じ
ょ
う條

茂し
げ

勝か
つ

が
副
状
を
出
し
て
い
る
が﹇
上
越
別
一
一
・
一
二
﹈、
そ
の
後
も
実
乃
は

重
臣
と
し
て
景
虎
を
支
え
て
ゆ
く
。
前
年
に
景
虎
と
和
議
を
結
び
、
他
国
へ
退
去
し
た
は
ず
の
黒
田
秀
忠
が
再

び
挙
兵
、
景
虎
は
守
護
定
実
の
了
承
を
得
て
、
秀
忠
を
攻
め
て
一
族
も
ろ
と
も
滅
ぼ
す﹇
上
越
別
五
﹈。

　
前
年
二
月
に
古
志
郡
瑞ず

い

麟り
ん

寺じ
（
長
岡
市
）の
四
世
樵し

ょ
う
が
ん
じ
ょ
こ
う

岩
恕
昻
が
死
去
し
た﹇
越
佐
四
―
八
﹈。
二
月
十
六
日
、
景
虎

は
同
寺
を
天て

ん
お
う応

千せ
ん
か
く鶴

に
安
堵
し
、
寺
領
の
郡ぐ

ん

司じ

不ふ
に
ゅ
う入

、
諸
役
免
許
等
を
父
為
景
か
ら
の
先
例
と
し
て
認
め
る﹇
上

越
別
一
三
﹈。

　
四
月
十
九
日
、
景
虎
は
平た

い

子ら
こ

孫
太
郎
に
魚
沼
郡
宇う

賀が

地ち
（
魚
沼
市
）を
安
堵
す
る﹇
上
越
別
一
四
﹈。
こ
の
地
は
長

尾
政ま

さ

景か
げ

の
家
臣
金
子
尚ひ

さ

綱つ
な

と
の
係
争
地
と
な
っ
て
い
て﹇
上
越
別
二
一
﹈、
孫
太
郎
は
、
越
後
守
護
代
の
代
替
わ
り

を
契
機
に
、
新
当
主
の
景
虎
に
働
き
か
け
安
堵
を
得
た
と
み
ら
れ
る
。

　
同
月
二
十
七
日
、
石
田
惣
左
衛
門
尉
に
府
内
大
橋
に
設
け
ら
れ
た
関
所
の
権
益
を
給
恩
と
し
て
与
え
、
大
破

し
て
い
た
大
橋
の
再
興
を
命
じ
る﹇
上
越
別
一
六
﹈。
同
時
に
府
内
大
橋
場
掟
も
定
め
る﹇
上
越
別
一
五
﹈。
大
橋
は「
越

後
国
頸
城
郡
絵
図
」（
慶
長
二
年
作
成
、
米
沢
市
上
杉
博
物
館
所
蔵
）に
も
描
か
れ
て
い
る
「
さ
ん
せ
う
太
夫
」
で
有

名
な
応お

う

化げ
の

橋は
し

の
こ
と
。

黒
田
秀
忠
の
再
挙

兵景
虎
、
応
化
橋
を

再
興

天文 18年



115

　
晴
景
を
追
い
当
主
と
な
っ
た
景
虎
は
、
晴
景
と
手
を
結
ん
で
い
た
上
田
荘（
南
魚
沼
市
）の
長
尾
政
景
と
の
関

係
修
復
を
模
索
し
て
い
た
。
五
月
こ
ろ
に
は
目
途
が
立
ち
、
和
議
が
成
立
す
る
か
に
見
え
た
。
と
こ
ろ
が
、
和

睦
の
条
件
と
し
て
求
め
て
い
た
政
景
弟
の
出
府
が
実
行
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
両
者
の
緊
張
は
高
ま
っ
て
い
く﹇
上
越

別
五
一
﹈。
そ
う
し
た
な
か
、
六
月
初
旬
、
宇う

佐さ

美み

定さ
だ

満み
つ

の
要
害
が
放
火
さ
れ
る
。
定
満
は
、
里さ

と

被
官
の
佐
藤
と

重
野
の
仕
業
で
あ
り
、
長
尾
政
景
の
計
策
に
よ
る
も
の
と
府
内
へ
訴
え
た﹇
上
越
一
七
﹈。
本
庄
実
乃
は
、「
た
と

え
御
新
造
様
の
近
い
御
親
類
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
」
と
答
え
て
い
る﹇
上
越
別
一
八
﹈。

こ
の
「
御
新
造
」
は
景
虎
の
妻
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
栃
尾
時
代
の
景
虎
に
は
す
で
に
妻
が
い
て
、
そ
の
妻
は
上

田
長
尾
氏
の
一
族
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

　
同
じ
こ
ろ
、
平
子
孫
太
郎
を
介
し
て
上
杉
定
実
あ
て
の
上
杉
憲の

り

政ま
さ

の
書
状
が
届
け
ら
れ
る﹇
上
越
別
一
九
﹈。
関

東
で
は
、
小
田
原
の
北
条
氏う

じ

綱つ
な

・
氏う

じ

康や
す

父
子
が
版
図
を
広
げ
つ
つ
あ
り
、
天
文
十
五
年（
一
五
四
六
）四
月
に
、

古
河
公
方
足
利
晴
氏
と
扇
谷
上
杉
朝と

も

定さ
だ

、
山
内
上
杉
憲
政
の
連
合
軍
が
、
川
越
城
で
北
条
氏
康
の
軍
勢
に
敗
退

し
て
以
来
、
憲
政
は
不
利
な
立
場
に
置
か
れ
て
い
た
。
こ
の
状
況
を
打
開
し
よ
う
と
越
後
守
護
に
復
帰
し
た
定

実
を
頼
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
憲
政
の
要
求
に
応
え
よ
う
と
、
定
実
は
関
東
出
兵
の
準
備
を
急
が
せ
、
七
月
中

旬
ご
ろ
に
は
出
陣
す
る
こ
と
を
触
れ
た
が﹇
上
越
別
一
九
・
八
二
﹈、
多
大
な
出
費
を
要
す
る
関
東
出
兵
に
は
反
発

も
多
く
、
軍
勢
の
招
集
は
う
ま
く
進
ま
ず﹇
上
越
別
二
〇
﹈、
こ
の
と
き
の
出
陣
は
見
送
ら
れ
た
。

　
十
一
月
六
日
、
景
虎
は
西
古
志
郡
山や

ま

俣ま
た（

出
雲
崎
町
）三
十
貫
分
を
平
子
孫
次
郎
に
安
堵
す
る﹇
上
越
二
三
﹈。
こ

景
虎
の
妻
「
御
新

造
」

上
杉
憲
政
、
定
実

に
関
東
出
兵
を
要

請
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の
後
に
上
杉
定
実
か
ら
の
安
堵
状
が
渡
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
が
、
残
さ
れ
て
い
な
い
。
山
俣
は
孫
太
郎
の
本
領

で
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
は
松
本
河
内
守
が
知
行
し
て
お
り
、
本
領
の
返
還
を
望
む
孫
太
郎
の
要
求
が
認
め
ら
れ

た
こ
と
に
よ
る
。
し
か
し
、
松
本
か
ら
了
承
を
得
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
く
、
同
月
四
日
に
は
景
虎
が﹇
上
越
別

二
二
﹈、
八
日
に
は
本
庄
実
乃
ら
景
虎
の
側
近
ら
が﹇
上
越
別
二
四
﹈、
松
本
の
説
得
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

　
定
実
は
関
東
へ
の
出
陣
に
意
欲
を
み
せ
た
ら
し
い
。
十
一
月
十
五
日
、
大
熊
朝と

も

秀ひ
で

は
、
波
多
岐
荘
の
上
野
家

成
を
は
じ
め
、
関
東
へ
向
か
う
途
上
の
領
主
た
ち
へ
交
通
路
の
整
備
を
依
頼
す
る
が﹇
上
越
別
二
六
﹈、
こ
の
と
き

も
出
陣
は
な
ら
な
か
っ
た
。
定
実
は
翌
年
二
月
に
死
去
す
る
の
で﹇
名
簿
﹈、
定
実
が
体
調
を
崩
し
た
こ
と
が
原

因
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
天
文
十
九
年（
一
五
五
〇
）

　
二
月
二
十
六
日
、
越
後
守
護
上
杉
定
実
が
死
去
す
る﹇
名
簿
﹈。
戒
名
は
天

て
ん
ち
ゅ
う仲
玄げ

ん
せ
い清
大
居
士
。

　
景
虎
は
将
軍
足
利
義
藤（
の
ち
の
義よ
し

輝て
る

）へ
三
千
疋
の
銭
と
太
刀
一
腰
の
礼
物
を
贈
る﹇
上
越
別
二
九
﹈。
二
十
八
日
、

大だ
い

覚か
く

寺じ

義ぎ
し

俊ゅ
ん

等
の
斡
旋
も
あ
っ
て
、
足
利
義
晴
の
子
義
藤
は
、
病
床
に
就
い
て
い
た
父
に
代
わ
り
、
長
尾
景
虎

に
白し

ろ

傘か
さ

袋ぶ
く
ろ
・
毛も

う

氈せ
ん

鞍く
ら

覆お
お
いの
使
用
を
許
可
す
る﹇
上
越
別
二
八
〜
三
三
﹈。
白
傘
袋
・
毛
氈
鞍
覆
の
免
許
は
、
本
来
守

護
ク
ラ
ス
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
こ
ろ
に
は
守
護
以
外
に
も
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
当
主
と

な
る
立
場
に
な
か
っ
た
景
虎
は
、
莫
大
な
費
用
に
か
え
て
も
白
傘
袋
・
毛
氈
鞍
覆
の
免
許
に
よ
っ
て
、
周
囲
に

上
杉
定
実
没

足
利
義
藤
、
景
虎

に
白
傘
袋
・
毛
氈

鞍
覆
を
許
可
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